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ＮＰＯなら人権情報センターが第２６期総会 

ＮＰＯ法人なら人権情報センターは６月１３日、三宅

町・あざさ苑で第

２６期通常総会を

開いた＝写真。 

古川友則・理

事長があいさつ。「政権による戦争準備と窮乏化政策

に対抗し闘おう。闘いを大切にして息吹を与える感性

を磨いていこう」と今後の事業計画について述べた。 

 

様々な課題に取り組む姿を支局が活動報告 

祝電・メッセージの紹介のあと、富岡久能さんを議

長に選出し議事に入った。２０２５

年度事業・決算・監査報告、２０２６

年度活動方針・予算案が提案され、

質疑応答のあと、すべての議案を

採択、承認した。 

支局からの報告では、河合支局の池原真智子さん

が特定妊婦など、困難な問題を抱える女性への支援

を母子支援施設と共同で取り組んでいると話した。 

 

ともに闘ってきた仲間を偲び、全員で黙とう 

昨年亡くなった２人の理事、李敏明さん（河合支

局）と永井満智男さん（田原本支局）を悼み、全員で

黙とうを捧げた。 

李さんは地方公務員の国籍条項撤廃の闘いに取り

組み、生涯を通し在日朝鮮人差別、部落差別に向き

合った。永井さんは地域の福祉施設を部落住民だけ

でなく、町民誰もが使えるようにと先駆的な施設の運

営に取り組んだ。 

三宅町人権学習事業「かいほう塾」が開講 

中学生の学習支援「かいほう塾」の開講式が６月１１

日、ＭｉｉＭｏであった。塾は

ＮＰＯ法人なら人権情報セ

ンターが三宅町から事業委

託を受けている地域人権学

習事業の一つである。 

式には、３年生５人、２年生２人、１年生２人に加え、

なら人権情報センター３人、ボランティアスタッフ４人、

事業主体である町教育委員会３人、式下中学校の先

生１人の計２０人が参加した。 

大泉志保・教育長があいさつ。ボランティアスタッフ

４人が自己紹介した＝写真。 

 

中学生たちが自ら塾運営のルールを決める 

このあと、スタッフの松島拓海さん、古川沙樹さんの

進行で、中学生一人

ひとりの自己紹介と、

塾での学習目標を語

り合った＝写真。 

また、塾での飲食、スマートホン使用のルールや、

学習以外にやりたいことなども話し合った。 

このあと、４０分間の学習時間に入り、スタッフと一

緒になって、それぞれの問題を解いた。 

 

人権学習講座（全５回）は７月２４日スタート 

当法人が受託するもう一つの町地域人権学習事業

である「人権学習講座」は、７月から１１月まで５回にわ

たって開講する予定。第１回目は７月２４日に実施す

る。奥本武裕さんが部落差別の解消と課題を話す。 

２０２６年度活動方針を承認 
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手作り感いっぱいの天王寺夜中同窓会 

天王寺夜間中学同窓会が６月７日、高野雅夫さん

を偲ぶ会を開いた。

会場には、夜中生や

教員、卒業生など、１

００人を超える人たち

が集まった＝写真。 

オープニングは同窓生たちが舞台でチャンゴを披

露。掛け声とともに、追悼の思いが会場いっぱいに広

がった。指導は韓国から駆け付けた卒業生、金渡先

（キムトソン）さん。高野さんとの思い出も語った。 

同窓会会長の吉崎なおみさんは「夜中の歴史を受

け継ぎ学びたい人のために頑張る」と声を詰まらせ、

これからも活動を続けていくとの決意を述べた。 

 

「文字や言葉は生きるための武器だ！」 

高野さんの活動がＤＶＤ映像で紹介された。現在、

カンボジアで教育支援を行ってい

る萬稀（マンフィ＝写真）さんは１９

９８年に初めて高野さんと出会い、

多くの言葉に共感し、学んだこと

や、カンボジアでの活動を語った。 

夜中１期生の豊島登さん、近畿夜中生徒会連合会

長の上田正勝さんは自身の経験を紹介し、元夜中の

韓一茂（ハンイルム）先生が闘った夜中の補助金打ち

切りや廃校をめぐる闘いに、生徒として、同窓会として

共に闘ってきたメンバーがこの場にもいると話した。 

 

「同窓会宣言」の群読で共感と感動が広がる 

同窓会メンバーが高野さんとの思い出を語り、全員

で「同窓会宣言」を群読。「戦争や貧しさ、在日外国人

の孤独。そういう私たちが夜中に出会い、文字を知り

自分が悪かったわけではないと知り、立ち上がってい

く喜び…」。この宣言には、同窓生の言葉を綴った宝

石のような言葉が満ちあふれている。 

サンサンひまわり祭りを盛大に開催 

社会福祉法人「ひまわり」設立２５周年の記念式典

が６月７日、三宅小学校体育館でおこなわれました。 

午前の式典では、ひまわりの家の創設期に触れた

劇団かいほう塾による「やくそく～同じ空の下で」の上

演があり、創設に関わったスタッフやメンバーも出演し、

素晴らしい劇を演じ、式典に華を添えてくれました。 

山下力・理事長や、森田浩司・三宅町長らには、温

かい祝辞をいただきました。このあとのスタッフとメンバ

ーによるトーク＆スライドショー、当事者主体の活動で

あるＰＦ（ピープルファースト）の発表などがありました。 

この発表を通して、ひまわりが大切にしてきた活動

の原点を皆さんと再認識することができました。 

 

劇、盆踊り、のど自慢、出店で楽しく交流 

午後からはあざさ苑に場所を移し、ひまわりの家に

縁のある事業所による模擬店や、

のど自慢、盆踊りなど、楽しい催し

物で大盛況となりました。 

前日からの準備、当日の支援・

片付けに奔走してくれたスタッフや、

当日までマツケンサンバの練習を重ね、盛り上げてく

れた皆さんには、大変お世話をいただきました。 

 

「地域で共に生きる」をこれからも体現する 

参加いただいた地域の皆さん、出店を引き受けてく

ださった事業所の皆さん、場所やテントなどをお貸し

いただいた皆さんにも感謝の気持ちで一杯です。 

そして、何より感動を与えてくれる素晴らしい劇を披

露してくださった劇団かいほう塾の皆さんには、リハー

サルも含め、熱演の演技に感銘させられました。 

ひまわりの家の理念である「地域で共に生きる」を

体現し、これからもひまわりらしく花を咲かせられるよう、

一日一日を大切に歩んで行きたいと思います。 

               （実行委員長・和田理人） 

高野雅夫さんの遺志つなぐ 

 
 

ひまわり設立２５周年を祝う 
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戦争反対を胸に沖縄平和行進 

５・１５平和行進結団式をもって元気に出発 

「わじわじ」という沖縄の言葉に表現されるように、平

和への願いが踏みにじられる

厳しい情勢の中で迎えた５・１

５沖縄平和行進でした。 

前日には「復帰５４年第４９

回２０２６・５・１５平和行進全国結団式」が那覇でありま

した。前参院議員の高良鉄美さんが基調講演をされ、

５・１５の歴史的な意義について話をされました。 

このあと、平和行進に向けた決意表明がありました。

「韓国進歩連帯」と、「平和主権行動『平和ノモ』」の３

人も紹介されました。 

 

米軍基地建設に人々は土地を奪われた 

１６日はほとんど雨もなく、涼しい風が吹いて、気持

ち良く歩くことができまし

た。普天間基地の横を歩

くコースに参加して、フェ

ンスの向こう側にある基

地の広さと、土地を奪われた人たちが住む斜面の土

地の狭さの違いをひしひしと感じさせられました。 

フェンスはこちら側からは越えられないが、基地側

からは毛布を掛ければ簡単に越えられるものです。映

画「宝島」を観た時に、「たぎれ！」と悔しい思いをぶ

つけたい気持ちが湧いてきたことを思い出しました。 

 

沖縄と連帯し平和実現に向けて共に行動を 

歩けば歩くほど、その時と同じような悔しく悲しく、腹

が立つ思いになりました。沿道で応援してくださる

方々には、とても励まされました。 

家の前に椅子を置いて、ずっと手を振ってくださる

おばぁもいらっしゃって、「ありがとう」と返しました。 

２コース合わせた参加者は約２千人だったそうです。

沖縄と連帯し、共に平和に向けての行動を起こしてい

きたいと思っています。          （福嶋明美） 

石元清英さんが部落問題全国交流会で報告 

部落問題全国交流会が５月３１日、京都市・下京い

きいき市民活動センターであった。事務局メンバーの

石元清英さん（写真）が報告した。 

石元さんは、２０世紀初頭の部落

改善事業家や、運動家の部落観に

焦点をあてた。事業家も部落観から

自由ではなく、部落の多様性と人口流入によるスラム

化を見落とし、社会の部落観を強化・固定化したと。 

 

改善事業の変遷を３人の事業家からさぐる 

部落改善事業（以下、事業）は１８９８年から始まる。

各地の部落や行政主導の改善団体が作られ、１９０７

年には内務省が取り組む。当初、生活実態の低位性

の解消が進まないのは部落民の努力不足とした。 

事業の中心を担ったのは留岡幸助、竹葉寅一郎、

賀川豊彦。彼らは部落そのものが「悪」。人種も違うと

考えた。そのことは日記やメモに残されている。 

しかし、事業への反発から、１９１２年には部落内部

から大和同志会が、１９１４年には各地の同志会の中

央組織として帝国公道会が創設される。段階を踏まず

に無理な要求を部落側に重ねた結果だった。 

 

部落改善事業家は「差別者」だったのか 

１９２２年には、全国水平社の創立をはじめ、緩やか

な社会主義が進む中、彼らにも変化の兆しが見える。

部落外も人格主義・人道主義をもってあたり、部落も

改良して初めて融和ができると。 

彼らたちをして、根強くある差別的な部落観にとら

われていた。部落が被る不利益は差別だとみなさな

かった。部落の起源を異民族・異人種に求めたという

ことで、差別者だと決めつけることには疑問が残ると。 

話を聴いて、無意識の偏見や思いこみ、行動が差

別につながったのは昔に限らず、今も心の戒めとしな

ければならない、と感じた。 

改善事業家の部落観に焦点 

に 
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ハンセン病問題を学ぶ集い 

映画「新・あつい壁」上映会に１９０人が参加 

ハンセン病問題を学ぶ集いが６月１３日に三郷町の

ちいろば園で、１４

日には県社会福祉

総合センターであ

った＝写真。計１９

０人が参加した。集いは「架け橋 長島・奈良を結ぶ

会」と、「社会福祉法人 ちいろば会」が共催した。 

集いでは、映画「新・あつい壁」（中山節夫監督）を

上映。映画はハンセン病患者とされたＦさんを犯人に

でっち上げ、死刑にした菊池事件を題材にする。 

戦後の絶対隔離政策のもとで、不当な逮捕から「特

別法廷」という差別に満ちた違憲裁判に至るまで、患

者や家族の差別と苦悩を鮮明に描いている。 

 

「無らい県運動」と菊池事件の背景を認識 

上映後、「菊池事件からハンセン病問題を考える」

をテーマに学習と意見交流を行った。 

「無らい県運動」のもとで、患者や、患者と疑われた

人々の収容が進められ、家族にも差別や排除が広が

った。１９５１年の「三園長証言」にも触れ、患者への偏

見が強められる中で菊池事件が起きたことを学んだ。 

 

差別的取り扱いの特別法廷と再審の課題 

また、Ｆさんの有罪認定を支えた証拠の問題点や、

療養所内で行われた特別

法廷についても説明。最高

裁が２０１６年に特別法廷

は差別的取り扱いだったと

認め、謝罪したこと。２０２０年の違憲国賠訴訟で特別

法廷が憲法違反としたことも紹介した。 

 

「無実が分かった」「司法の憲法違反に驚いた」 

意見交流では、「Ｆさんの無実がよく分かった」「憲

法を守るべき司法が憲法違反を行っていたことに驚い

た」「でっち上げ捜査も裁判も再審直前の死刑執行も

腹立たしい」などの感想が出た。 

参加者は、菊池事件が一人の患者の問題ではなく、

絶対隔離政策と、社会に広がった偏見・差別が生み

出した人権問題であることを学び、Ｆさんの名誉回復

と再審実現の重要性についての理解を深めた。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＜源泉徴収税（納期の特例上半期）で相談会＞ 

納期の特例とは、源泉所得税を毎月ではなく、半

年に１回まとめて納めることができる制度のこと。納付

期限は７月１０日（金）となっている。会員には「納付相

談会のお知らせ」を送付している。必要書類などを準

備し、田原本事務所まで相談に来てください。 

編集後記 ☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

沖縄・辺野古沖で小型船が転覆。２人が亡くな

る痛ましい事故が起きた。高校生が平和学習とし

て基地問題を学んでいた。事故を受けて文科省

は「教育基本法違反」だと教育現場に圧力をかけ

る。反戦平和教育への萎縮がねらいだ。政治的

弾圧と言える。そもそも、なぜ沖縄に在日米軍基

地の７割もが集中するのか。沖縄は１８７９年、明

治政府の武力による「琉球処分」で日本に併合。

太平洋戦争下では、本土防衛の「捨て石」として

利用された。地上戦で焦土と化し、県民４人に１

人、１２万余人が犠牲になった。敗戦後、米軍が

占領。日本に返還され５１年が経つ。基地は増強

され、今また「捨て石」にされようとしている。沖縄

の歴史と現状を学び平和に生かすことは必然だ。 
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